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原
子
力
業
界
の
若
手
を
対
象
と
し
た
世
界
最
大
規
模
の
国
際
会
議

「
Ｉ
Ｙ
Ｎ
Ｃ
（
国
際
青
年
原
子
力
会
議
）
二
○
二
二
」（
主
催
：
日
本

原
子
力
学
会
若
手
連
絡
会
）
が
十
一
月
二
七
日
、
福
島
県
郡
山
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
幕
し
た
。
十
二
月
二
ま
で
、
世
界
各
国
か
ら
概
ね

三
九
歳
以
下
の
若
手
原
子
力
関
係
者
ら
約
三
五
○
名
（
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
も
含
む
）
が
参
集
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
人
材
戦
略
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
う
ほ
か
、
少
人
数
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
体
験

を
通
じ
参
加
者
同
士
の
交
流
も
深
め
る
。

　

Ｉ
Ｙ
Ｎ
Ｃ
は
、
原
子
力
平
和
利
用
の
促
進
や
世
代
・
国
境
を
超
え

た
知
識
継
承
を
目
的
に
、
二
○
○
○
年
以
来
隔
年
で
開
催
。
三
○
ヶ

国
か
ら
三
○
○
名
以
上
が
参
加
し
て
お
り
、
英
語
で
の
発
表
経
験
や

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
機
会
と
も
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
当
初

は
ロ
シ
ア
・
ソ
チ
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
昨
今
の
情
勢

を
踏
ま
え
、
急
遽
、
日

本
で
初
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
福
島
第

一
・
第
二
原
子
力
発
電

所
の
見
学
や
、
廃
炉
・

汚
染
水
対
策
に
つ
い
て

考
え
る
福
島
特
別
セ
ッ

シ
ョ
ン
も
設
定
さ
れ
た
。

原
子
力
発
電
所
の
高
経

年
化
対
策
や
長
寿
命
運

転
な
ど
の
機
運
を
背
景

に
、
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者

と
若
手
と
の
世
代
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

も
視
点
と
な
っ
て
い
る
。

十
一
月
二
八
日
の
キ
ー

ノ
ー
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

講
演
を
行
っ
た
原
子
力

産
業
協
会
の
新
井
史
朗

理
事
長
は
、
Ｉ
Ｙ
Ｎ
Ｃ
が
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
る
「You 

are 
the 

Core

」
を
改
め
て
強
調
し
、「
こ
れ
か
ら
一
○
年
、
二
○
年
、
そ
れ
以

降
の
世
界
の
原
子
力
利
用
を
盛
り
立
て
て
欲
し
い
」
と
、
将
来
の
原

子
力
産
業
に
お
け
る
若
手
の
活
躍
に
期
待
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
原

子
力
政
策
の
動
き
を
紹
介
し
た
上
で
、「
原
子
力
の
価
値
を
生
か
す

た
め
に
必
要
な
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
早
期
再
稼
働
、
運
転
期
間

の
延
長
、
新
増
設
・
リ
プ
レ
ー
ス
、
研
究
・
開
発
を
あ
げ
た
。
そ
の

ア
ク
シ
ョ
ン
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
、
原
子
力
産
業
界
が
ク
リ

ア
す
べ
き
課
題
と
し
て
、
予
見
性
の
確
保
、
も
の
づ
く
り
基
盤
と
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
化
、
海
外
に
お
け
る
原
子
力
発
電
に
対
す
る

価
値
の
見
直
し
に
加
え
、
若
い
年
代
層
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
必
要
性
に
言
及
。「
若
手
の
方
々
や
、
今
後
の
原
子
力
技
術
・
産

業
の
担
い
手
と
な
る
学
生
な
ど
、
若
い
層
へ
原
子
力
の
価
値
の
浸
透

を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
学
生
に
は
、
原
子
力
産
業
が
有

望
な
職
業
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
も
ら
い
、
原
子
力
を
将
来
の
職

業
と
し
て
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
訴
え
た
い
」
と
述
べ
た
。

 

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
出
身
の
偉

大
な
遺
伝
学
者
を
紹
介
し
た
い
。
一
八
二
二
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝

国
の
ハ
イ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
（
現
在
の
チ
ェ
コ
・
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
）
に

生
ま
れ
た
グ
レ
ゴ
ー
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
メ
ン
デ
ル
は
、
オ
ル
ミ
ュ
ッ
ツ

大
学
で
二
年
間
学
ん
だ
後
、
四
三
年
に
、
哲
学
者
、
植
物
学
者
な
ど

を
擁
し
、
学
術
研
究
・
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
ブ
リ
ュ
ン
の
修
道
院

に
入
る
。
四
七
年
に
司
祭
と
な
り
、
科
学
を
独
学
す
る
。
五
一
年
か

ら
二
年
間
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
留
学
し
、
ド
ッ
プ
ラ
ー
効
果
で
有
名
な

ド
ッ
プ
ラ
ー
か
ら
物
理
学
と
数
学
、
ウ
ン
ガ
ー
か
ら
植
物
解
剖
学
や

生
理
学
な
ど
を
学
ぶ
。
ブ
リ
ュ
ン
に
戻
っ
て
か
ら
は
高
等
実
技
学
校

で
自
然
科
学
を
教
え
た
。
こ
の
間
、
メ
ン
デ
ル
は
園
芸
や
植
物
学
の

本
を
読
み
勉
強
し
た
。
有
名
な
エ
ン
ド
ウ
マ
メ
の
交
配
実
験
は
五
三

年
か
ら
六
八
年
ま
で
の
間
に
修
道
院
の
庭
で
行
わ
れ
た
。
エ
ン
ド
ウ

マ
メ
は
品
種
改
良
の
歴
史
が
あ
る
た
め
、
様
々
な
形
質
や
品
種
が
あ

り
人
為
交
配
（
人
工
授
粉
）
が
行
い
や
す
い
こ
と
に
メ
ン
デ
ル
は
着

目
し
た
。
そ
の
後
、
種
子
の
形
状
や
背
の
高
さ
な
ど
い
く
つ
か
の
表

現
型
に
注
目
し
、
数
学
的
な
解
釈
か
ら
、
メ
ン
デ
ル
の
法
則
と
呼
ば

れ
る
一
連
の
法
則
を
発
見
し
た
（
優
性
の
法
則
、
分

離
の
法
則
、
独
立
の
法
則
）。
こ
の
法
則
の
口
頭
発
表

は
六
五
年
に
ブ
リ
ュ
ン
自
然
協
会
で
、
論
文
は
六
六

年
に
『
ブ
リ
ュ
ン
自
然
科
学
会
誌
』
に
発
表
し
た
。

六
八
年
に
ブ
ル
ノ
修
道
院
長
に
就
任
し
多
忙
な
職
務

を
こ
な
し
た
た
め
、
七
○
年
頃
に
は
交
配
の
研
究
を

や
め
て
い
た
。
メ
ン
デ
ル
は
研
究
成
果
が
認
め
ら
れ

な
い
ま
ま
八
四
年
に
死
去
し
た
。
メ
ン
デ
ル
が
発
見

し
た
遺
伝
の
法
則
は
、
一
九
○
○
年
に
三
人
の
学
者

ら
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
再
発
見
さ
れ
、
彼
の
研
究
成
果
は
死
後

に
学
会
に
承
認
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。
米
国
ラ
イ
フ
誌
が
九
九
年
に

選
定
し
た
「
こ
の
千
年
で
最
も
重
要
な
百
人
」
に
入
っ
て
い
る
。

 

一
方
、
一
九
二
四
年
に
愛
知
県
岡
崎
市
菅
生
町
に
生
ま
れ
た
木
村

資
生
（
も
と
お
）
教
授
は
、
旧
制
岡
崎
中
学
（
現
・
愛
知
県
立
岡
崎

高
等
学
校
）
か
ら
旧
制
第
八
高
等
学
校
に
進
む
。
中
高
時
代
は
植
物

採
集
に
熱
中
す
る
と
と
も
に
、
数
学
の
才
能
も
発
揮
し
た
。
大
学
は

京
都
大
学
理
学
部
の
植
物
学
科
に
進
学
。
遺
伝
学
の
講
義
に
片
っ
端

か
ら
出
席
す
る
う
ち
、
物
理
学
の
よ
う
に
遺
伝
学
で
も
数
学
を
使
っ

て
自
然
現
象
を
記
述
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
四
七
年
に

卒
業
後
は
京
都
大
学
農
学
部
助
手
と
な
り
、
木
原
均
研
究
室
に
所
属

し
て
集
団
遺
伝
学
の
研
究
に
励
ん
だ
。
こ
の
頃
米
国
ラ
イ
ト
教
授
の

名
著
『
メ
ン
デ
ル
集
団
の
進
化
』
に
出
会
う
。
四
九
年
に
国
立
遺

伝
学
研
究
所
に
入
所
。
五
三
年
か
ら
ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
に
留
学
、

五
四
年
～
五
五
年
に
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
で
集
団
遺
伝
学
を
学

ぶ
。
当
初
は
、
総
合
進
化
説
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
が
、
新
し
い
集
団

遺
伝
学
理
論
の
構
築
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
五
六
年
に
「
自
然

集
団
に
お
け
る
遺
伝
子
頻
度
の
機
会
的
変
動
に
つ
い
て
」
で
理
学
博

士
（
大
阪
大
学
）
を
取
得
。
六
八
年
に
遺
伝
子
の
「
分
子
進
化
の
中

立
説
」
を
ネ
イ
チ
ャ
ー
に
発
表
し
た
。
中
立
進
化
説
と
は
、
分
子
レ

ベ
ル
の
進
化
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
的
な
適
者
生
存
だ
け
で
は
な
く
、
生
存

に
有
利
で
も
不
利
で
も
な
い
中
立
的
な
変
化
で
、
た
ま
た
ま
幸
運
に

恵
ま
れ
た
も
の
も
残
っ
て
い
く
と
い
う
学
説
。
中
立
説
は
発
表
当
初

多
く
の
批
判
を
浴
び
世
界
的
な
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
が
、
そ
の
後
、

こ
の
説
は
広
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
代
進
化
論
の
中
核
を

な
す
理
論
と
な
っ
て
い
る
。
国
立
遺
伝
学
研
究
所
教
授
を
経
て
名
誉

教
授
、
日
本
遺
伝
学
会
会
長
等
を
歴
任
。
七
六
年
に
文
化
勲
章
を
受

章
。
九
二
年
に
は
ア
ジ
ア
で
唯
一
ダ
ー
ウ
ィ
ン
・
メ
ダ
ル
を
受
賞
し

た
。
木
村
教
授
は
、「
一
つ
の
命
が
誕
生
す
る
の
は
、
一
億
円
の
宝

く
じ
が
百
万
回
連
続
で
当
た
る
と
の
同
じ
く
ら
い
の
確
率
」
と
生
命

の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
高
校
一

年
の
生
物
で
初
め
て
メ
ン
デ

ル
の
法
則
を
習
っ
た
時
、
そ

の
理
論
の
明
解
さ
に
感
嘆
し

た
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ジ
ェ

イ
・
グ
ー
ル
ド
に
よ
る
古
生

物
学
に
関
す
る
科
学
エ
ッ
セ

イ
を
良
く
読
み
、
そ
の
中
で

木
村
教
授
の
こ
と
を
知
り
、

岩
波
新
書
『
生
物
進
化
を
考
え
る
』
を
読
ん
だ
。
今
月
も
両
市
に
関

連
す
る
偉
大
な
遺
伝
学
者
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝

し
つ
つ
、
メ
ン
デ
ル
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　

 

　

 

■ 

杉
本
純 

 

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 

　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン

 

と

 

京
都    
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